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は
じ
め
に

　

戴
震
（
一
七
二
三
～
一
七
七
七
）
の
『
水
経
注
』
校
刊
本
に
つ
い
て
は
、

夙
に
趙
一
清
（
一
七
一
一
～
一
七
六
四
）
の
『
水
経
注
釈
』
を
剽
窃
し
た
も

の
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
久
し
い
。
周
知
の
如
く
こ
の
事
案
に
つ
い
て
は
戴

震
没
後
、
戴
・
趙
の
間
の
剽
窃
の
論
争
の
み
な
ら
ず
、
全
祖
望
（
一
七
〇
五

～
一
七
五
五
）
の
『
新
校
水
経
注
』
の
出
現
に
よ
り
複
雑
化
し
、
多
く
の
学

者
間
で
議
論
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
剽
窃
を
肯
定
す
る
側
の
代
表

に
は
、
魏
源
・
張
穆
・
楊
守
敬
・
王
国
維
等
が
お
り
、
戴
震
を
擁
護
す
る
側
、

つ
ま
り
擁
戴
派
と
呼
ば
れ
る
代
表
が
段
玉
裁
・
胡
適
・
日
本
の
森
鹿
三
等
で

あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
二
〇
〇
八
年
出
版
の
陳
橋
驛
氏
の
『
水
経
注

論
叢
』
に
よ
れ
ば
、
現
在
で
は
ほ
ぼ
結
論
が
出
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。（
１
）

　

清
代
考
拠
学
の
研
究
方
法
は
梁
啓
超
の
『
清
代
学
術
概
論
』
に
、
科
学
的

に
近
い
と
称
さ
れ
て
い
る
。
戴
震
は
そ
の
中
心
人
物
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
梁
啓
超
の
言
に
よ
れ
ば
戴
震
の
位
置
づ
け
は
呉
派
と

並
び
考
拠
学
の
正
統
派
で
あ
る
。
こ
れ
ら
正
統
派
の
学
風
を
、
梁
啓
超
は
十

項
目
に
ま
と
め
て
お
り
、
そ
の
中
の
六
項
目
に
は
「
旧
来
の
学
説
を
用
い
る

場
合
は
必
ず
出
典
を
明
記
し
、剽
窃
す
る
こ
と
を
大
い
な
る
不
道
徳
と
す
る
」

と
記
し
て
い
る
。（
２
）

　

で
は
、
な
ぜ
厳
密
性
を
尊
ば
れ
る
考
拠
学
に
お
け
る
泰
斗
、
戴
震
に
か
か

る
事
態
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
こ
の
事
態
が
生
じ
た

発
端
と
い
え
る
段
玉
裁
の
反
応
を
書
簡
と
そ
の
他
の
文
章
を
中
心
に
し
て
考

察
し
、
段
玉
裁
の
こ
の
問
題
に
対
す
る
対
処
の
有
り
か
た
を
概
観
し
て
い
く
。

一
、
事
案
の
発
端
と
段
玉
裁
の
梁
玉
縄
宛
書
簡

　

こ
の
問
題
の
発
端
に
つ
い
て
記
録
に
残
る
最
も
早
い
も
の
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
は
、
胡
適
の
「
戴
震
校
水
経
注
最
早
引
的
猜
疑
」
と
い
う
論
文
に
引
用

さ
れ
て
い
る
上
海
合
衆
図
書
館
藏
の
孫
澧
鼎
校
武
英
殿
本
『
水
経
注
』
に
あ

る
孫
澧
鼎
の
跋
文
で
あ
る
。

吾
友
朱
上
舎
文
藻
、
四
庫
總
裁
王
少
宰
の
所
よ
り
歸
り
、
予
の
爲
に
言

ふ
。「
此
の
書
同
里
の
趙
□
□
一
清
校
本
を
參
用
す
。
然
れ
ど
も
戴
太

史
一
言
も
之
に
及
ぶ
無
し
」
と
。（
３
）

戴
震
の
水
経
注
剽
窃
問
題
に
お
け
る
段
玉
裁
の
対
処
の
あ
り
方
に
つ
い
て
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こ
の
跋
文
は
戴
震
の
死
後
三
年
た
っ
た
、
乾
隆
四
五
年
（
一
七
八
〇
）
に

記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
胡
適
前
掲
論
文
に
よ
り
、
文
中
の
登
場
人
物

に
つ
い
て
述
べ
る
。
朱
上
舎
文
藻
と
は
朱
文
藻
（
一
七
三
五
～
一
八
〇
六
）

の
こ
と
で
あ
り
、
浙
江
省
杭
州
仁
和
の
人
、
字
は
映
振
、
号
は
朗
斎
。
王
少

宰
と
は
王
杰
（
一
七
二
五
～
一
八
〇
五
）
陝
西
韓
城
の
人
、
字
は
偉
人
、
号

は
醒
園
。「
王
少
宰
」
と
記
す
所
以
は
当
時
王
杰
は
四
庫
副
総
裁
で
あ
る
が
、

吏
部
侍
郎
で
も
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
二
人
は
四
庫
全
書
編
纂
の
た
め

乾
隆
三
七
・
八
年
の
時
点
で
浙
江
省
で
の
遺
書
採
集
に
お
い
て
関
係
が
あ
り
、

朱
文
藻
は
趙
一
清
と
同
郷
の
仁
和
の
出
身
で
あ
る
た
め
趙
一
清
の
『
水
経
注

釈
』
に
は
特
に
注
目
し
て
い
た
。
そ
の
朱
文
藻
が
王
杰
の
所
で
目
撃
し
た
、

戴
震
の
『
水
経
注
』
校
本
は
趙
一
清
の
説
を
参
考
に
し
て
い
る
が
、
戴
震
が

書
中
で
一
言
も
趙
一
清
の
名
に
言
及
し
て
い
な
い
の
に
驚
き
孫
澧
鼎
に
報
告

し
た
わ
け
で
あ
る
。（
４
）
こ
れ
が
戴
震
の
剽
窃
を
記
録
し
た
嚆
矢
で
あ
る
が
、

こ
の
時
点
で
は
『
水
経
注
釈
』
が
巷
間
に
流
布
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
騒
動

に
な
ら
な
か
っ
た
。

　

問
題
が
公
に
な
っ
た
の
は
、
趙
一
清
の
『
水
経
注
釈
』
を
畢
阮
が
出
版
し

た
所
謂
開
封
刻
本
が
刊
行
さ
れ
た
乾
隆
五
一
年
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
因
み

に
『
書
目
答
問
補
正
』
に
よ
る
と
『
水
経
注
釈
』
に
つ
い
て
乾
隆
十
九
年
趙

氏
家
刻
と
記
さ
れ
い
る
。（
５
）
こ
の
家
刻
本
は
『
書
目
答
問
補
正
』
に
し
か

記
録
が
な
く
、
あ
ま
り
流
布
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
陳
橋
驛
氏
は
こ

の
家
刻
本
の
存
在
に
つ
い
て
「
も
し
此
の
資
料
が
信
頼
で
き
る
と
す
る
な
ら

ば
、
戴
震
の
（
剽
窃
の
容
疑
は
高
ま
り
）
更
に
不
利
な
状
況
に
な
る
」
と
述

べ
て
い
る
。（
６
）
戴
震
が
こ
の
家
刻
本
を
目
に
し
て
い
た
可
能
性
に
つ
い
て

は
現
在
の
と
こ
ろ
は
不
明
で
あ
る
。

　

戴
震
の
剽
窃
問
題
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
よ
う
な
る
の
は
乾
隆
五
一
年
の
畢

阮
開
封
刻
本
刊
行
後
で
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
多
く
の
先
学
が
指
摘
す

る
よ
う
に
、
い
ち
早
く
こ
の
問
題
に
関
し
て
戴
震
擁
護
論
を
展
開
し
た
の
は

戴
震
の
弟
子
で
あ
る
段
玉
裁
で
あ
る
。
段
玉
裁
が
嘉
慶
十
四
年
十
一
月
に
畢

阮
開
封
刻
本
刊
行
に
関
係
し
た
梁
玉
縄
に
与
え
た
「
梁
北
耀
に
書
を
与
え
、

戴
・
趙
二
家
の
水
経
注
を
論
ず
」
と
い
う
書
簡
が
あ
る
。

水
經
注
の
一
書
は
、
水
道
を
言
ひ
、
地
理
を
言
ふ
者
の
必
ず
資
す
る

所
と
爲
る
も
、
顧
み
れ
ば
宋
よ
り
以
來
、
踳
駁
し
て
幾
ど
讀
む
可
か

ら
ず
。
惟
東
原
氏
の
み
之
を
治
め
る
こ
と
最
も
勤
め
、
其
の
訛
亂
を

整
齊
し
、
鉤
棘
引
歸
し
、
文
從
字
順
。
上
は
高
宗
純
皇
帝
の
歎
賞
を
邀

へ
、
詩
に
心
を
編
纂
に
悉
し
、
中
尉
と
爲
る
可
し
、
素
臣
其
の
利
を
食

む
者
と
褒
ら
る
、
沾
漑
窮
り
無
し
。
然
れ
ど
も
東
原
氏
の
功
の
細
大
宜

し
く
辨
ず
べ
き
は
、
古
本
に
據
り
て
羣
籍
を
捜
し
、
地
望
を
審
ら
か
に

し
て
、
文
理
を
尋
ね
、
一
字
の
奪
は
必
ず
之
を
補
ひ
、
一
字
の
羨
は
必

ず
之
を
刪
り
、
一
字
の
誤
り
は
必
ず
之
を
更
む
は
、
東
原
氏
の
能
事
な

り
。
然
れ
ど
も
其
の
功
の
細
は
、
唐
・
宋
の
淺
學
よ
り
、
書
を
迻
し
其

の
義
例
を
知
ら
ず
。
某
を
過
ぎ
某
を
逕
ぐ
の
文
を
誤
認
し
て
區
別
無
く
、

意
に
任
せ
て
互
ひ
に
訛
り
、
大
氐
注
經
に
訛
る
者
十
の
八
、
經
注
に
訛
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る
者
十
の
一
・
二
。
東
原
氏
其
の
例
を
得
る
に
三
有
り
、
一
に
曰
く
獨

擧
・
複
擧
の
同
じ
か
ら
ず
。
經
文
は
甚
だ
簡
に
し
て
、
首
に
水
名
を
擧

げ
、
下
に
再
び
出
さ
ず
。
注
文
は
繁
に
し
て
、
一
水
の
内
必
ず
其
の
注

入
の
小
水
を
詳
ら
か
に
し
、
以
て
其
の
間
に
間
厠
す
。
是
を
以
て
主
水

の
名
屢
擧
が
る
も
厭
は
ず
。
注
入
せ
る
小
水
の
携
帯
す
る
所
の
者
、
相

間
て
る
こ
と
有
り
と
雖
も
亦
屢
小
水
の
名
を
擧
ぐ
。
經
文
は
斷
じ
て
是

無
し
。
一
に
曰
く
過
・
逕
の
同
じ
か
ら
ざ
る
な
り
。
經
は
必
ず
某
を
過

ぐ
と
曰
ひ
、
注
な
れ
ば
則
ち
必
ず
逕
ぐ
と
曰
ふ
は
、
經
を
別
つ
所
以
な

り
。
一
に
曰
く
某
縣
及
び
某
縣
の
故
城
の
同
じ
か
ら
ざ
る
な
り
。
注
の

所
謂
某
縣
の
故
城
と
は
即
ち
經
の
某
縣
な
り
。
經
の
時
の
縣
は
、
注
の

時
多
く
故
城
と
爲
る
。
經
は
故
城
と
言
ふ
者
無
き
な
り
。
此
の
三
例
を

執
れ
ば
、
沛
乎
と
し
て
禦
ぐ
莫
し
。
之
を
釐
め
振
槁
し
て
、
承
學
し
讀

み
て
白
首
に
至
る
ま
で
解
せ
ざ
る
が
如
き
者
有
る
も
、
豁
然
と
し
て
開

朗
せ
ん
。
王
伯
厚
・
顧
景
范
・
胡
朏
明
・
閻
伯
詩
の
稱
引
の
誤
、
今
皆

正
し
可
し
。
此
れ
則
ち
東
原
氏
の
功
の
大
な
る
者
な
り
。（
７
）

　

冒
頭
か
ら
段
玉
裁
は
師
で
あ
る
戴
震
の『
水
経
注
』に
お
け
る
功
績
を
述
べ
、

戴
震
校
勘
の
殿
本
の
三
つ
の
優
れ
た
点
を
あ
げ
る
。
第
一
に
經
文
と
注
文
で

は
河
川
の
名
称
の
挙
げ
か
た
に
違
い
が
あ
る
こ
と
、
一
文
中
經
文
は
始
め
に

名
称
を
挙
げ
る
の
み
で
再
び
挙
げ
な
い
が
、
注
文
で
は
一
文
内
に
同
じ
河
川

の
名
称
が
頻
出
す
る
。
第
二
は
過
・
逕
の
用
字
の
相
違
で
あ
る
。
経
で
は
某

を
過
ぎ
と
い
い
、
注
で
は
某
を
逕
ぐ
と
い
う
表
記
に
な
る
。
第
三
に
經
は
某

県
と
表
記
す
る
が
、
注
で
は
某
県
の
故
城
と
い
う
表
記
で
あ
る
。
段
玉
裁
は

以
上
の
三
点
を
戴
震
の
創
見
で
あ
る
と
高
く
評
価
す
る
。
こ
の
三
点
が
戴
震

の
創
見
で
あ
る
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、
書
簡
の
続
き
を
見
て
い
く
こ
と
に

す
る
。
先
ず
殿
本
と
『
水
経
注
釈
』
に
つ
い
て
以
下
の
如
く
述
べ
る
。

戴
震
甲
午
に
上
り
、
命
を
奉
じ
て
刊
版
す
。
十
有
三
年
を
超
へ
て
丙
午
、

杭
郡
の
趙
誠
夫
先
生
の
水
経
注
釈
の
一
書
始
め
て
出
づ
る
も
、
東
原
は

丁
酉
の
夏
に
没
せ
り
。
僕
今
年
に
至
り
て
始
め
て
友
人
よ
り
借
り
て
趙

の
書
を
讀
む
。
其
の
據
る
所
の
古
本
の
校
本
の
多
き
、
考
へ
る
所
諸
史

百
家
の
富
、
采
る
所
の
諸
老
宿
の
顧
亭
林
・
顧
景
范
・
閻
百
詩
・
胡
朏

明
・
何
屺
瞻
・
全
謝
山
の
諸
論
、
羣
言
を
折
衷
し
、
自
ら
得
る
所
を
攄

べ
、
其
の
字
句
に
於
い
て
各
本
の
異
同
、
黒
白
を
別
ち
、
一
是
を
定
め
、

戴
書
と
詳
略
互
ひ
に
證
す
可
く
、
精
詣
互
ひ
に
求
む
可
し
、
而
し
て
最

も
異
な
る
者
は
、
經
・
注
を
更
正
す
る
も
、
亦
大
略
は
戴
と
異
な
る
無

し
。
夫
れ
字
句
の
一
・
二
を
竄
む
る
に
偶
ふ
は
、
校
古
の
常
な
り
。
經
・

注
を
取
り
て
互
ひ
に
之
を
易
ふ
は
、
校
古
の
創
に
し
て
、
人
の
爲
す
能

は
ざ
る
所
の
者
な
り
。
東
原
氏
灼
知
し
て
創
め
て
之
を
爲
す
。
故
に
經
・

注
の
義
例
を
條
擧
し
て
、全
書
の
首
に
冠
し
、大
い
に
天
下
に
白
す
。（
８
）

　

こ
れ
を
見
る
と
、段
玉
裁
も
「
大
略
は
戴
と
異
な
る
無
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、

両
書
の
内
容
は
互
い
に
近
似
す
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。
ま
た
、
先

の
三
条
例
を
戴
震
の
創
見
と
称
賛
す
る
こ
と
は
前
の
如
く
で
あ
る
。
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趙
の
書
は
乾
隆
甲
戌
に
成
り
、
戴
の
書
は
乙
酉
に
成
る
。
相
距
る
こ
と

十
二
年
、
趙
は
戴
よ
り
先
ん
ず
。
戴
の
書
は
甲
午
に
出
で
、
趙
の
書
は

丙
午
に
出
づ
、
相
距
る
こ
と
十
三
年
、
戴
は
趙
よ
り
先
ん
ず
。
其
の
果

し
て
戸
を
閉
じ
て
車
を
造
り
、
門
を
出
て
轍
を
合
す
る
か
。
何
を
以
て

東
原
氏
の
條
擧
義
例
、
誠
夫
は
一
字
を
著
は
さ
ざ
る
や
。
兩
先
生
の
齒
、

趙
は
戴
よ
り
長
ず
、
其
の
將
に
戴
諸
を
趙
よ
り
取
る
と
謂
は
ん
と
す
る

か
。
則
ち
東
原
氏
の
德
行
盗
竊
の
人
物
に
し
て
、
以
て
主
上
及
び
天
下

を
欺
く
に
者
に
非
る
な
り
。
僕
從
游
の
日
久
き
も
、
未
だ
嘗
て
言
之
を

聞
く
所
有
ら
ざ
る
な
り
。
且
つ
兩
先
生
は
、
面
未
だ
嘗
て
相
識
ら
ざ
る

な
り
。
足
未
だ
嘗
て
相
過
ら
ざ
る
な
り
。
誠
夫
の
書
は
高
庋
に
秘
藏
し
、

其
の
孫
に
至
り
て
刊
行
せ
ら
れ
、
未
だ
嘗
て
稍
も
外
に
傳
ら
ざ
る
な
り
。

此
れ
兩
家
の
子
弟
の
知
る
所
に
し
て
、
誣
ふ
可
か
ら
ざ
る
者
な
り
。
將

に
趙
諸
を
戴
よ
り
取
る
と
い
は
ん
と
す
る
か
。
則
ち
誠
夫
の
學
も
亦
盗

竊
の
人
物
に
し
て
、
以
て
天
下
を
欺
く
者
に
非
る
な
り
。
未
だ
其
の
何

年
に
卒
す
る
か
を
詳
ら
か
に
せ
ざ
る
も
、
即
ち
乙
酉
以
後
東
原
氏
の
説

を
聞
く
を
獲
て
、
己
の
書
に
補
綴
す
れ
ば
、
亦
必
ず
出
す
所
を
明
言
し
、

斷
じ
て
深
く
其
の
文
を
没
し
黙
黙
と
せ
ざ
る
の
み
な
ら
ん
。
此
れ
僕
の

疑
ひ
無
き
能
は
ざ
る
所
の
者
な
り
。（
９
）

　

以
上
段
玉
裁
は
両
書
を
比
較
し
そ
の
成
立
に
関
し
て
述
べ
る
。『
水
経
注

釈
』
の
成
立
は
乾
隆
十
九
年
、
殿
本
『
水
経
注
』
は
乾
隆
三
十
年
と
、
稿
本

の
成
立
は
趙
一
清
の
ほ
う
が
早
く
、
そ
の
出
版
は
殿
本
が
乾
隆
三
九
年
、『
水

経
注
釈
』
は
五
一
年
で
あ
り
出
版
は
殿
本
の
ほ
う
が
早
い
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
両
書
の
内
容
が
相
似
す
る
と
い
う
の
は
如
何
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

お
互
い
剽
窃
し
て
な
い
と
す
れ
ば
解
釈
に
苦
し
む
こ
と
に
な
る
。
段
玉
裁
は

こ
の
点
に
つ
い
て
、
戴
震
に
つ
い
て
は
久
し
く
従
学
し
て
い
た
が
、『
水
経

注
釈
』
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
か
っ
た
と
述
べ
る
。
ま
た
戴
震
・
趙
一
清
の

両
者
は
生
前
互
い
に
交
際
し
た
こ
と
も
な
い
。
し
か
し
趙
一
清
の
『
水
経
注

釈
』
の
稿
本
は
秘
藏
さ
れ
、
そ
の
出
版
は
孫
の
代
で
あ
る
。
趙
一
清
は
乾
隆

二
九
年
に
他
界
し
て
い
る
が
、
段
玉
裁
は
趙
一
清
の
没
年
を
知
ら
ず
「
乙
酉

以
後
東
原
氏
の
説
を
聞
く
を
獲
て
、
己
の
書
に
補
綴
す
れ
ば
」
と
記
し
て
い

る
よ
う
に
、
一
応
乾
隆
三
九
年
以
後
も
趙
一
清
が
生
存
し
殿
本
を
見
て
い
る

可
能
性
も
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
う
だ
と
し
て
も
趙
一
清
が
戴
震
の
説

を
引
用
し
た
な
ら
ば
、
必
ず
出
典
を
明
記
す
る
は
ず
だ
が
、
趙
一
清
は
戴
震

の
名
を
挙
げ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
段
玉
裁
は
「
此
れ
僕
の
疑
い

無
き
能
は
ざ
る
所
の
者
な
り
」
と
記
し
て
る
。
結
果
と
し
て
こ
の
時
点
で
段

玉
裁
が
下
し
た
判
断
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

丙
午
丁
未
の
間
、
盧
召
弓
先
生
予
爲
に
言
ふ
、「
梁
氏
耀
北
・
處
素
の

昆
仲
趙
氏
の
水
經
注
を
校
刊
し
、東
原
氏
の
書
を
參
取
し
て
之
を
爲
す
」

と
。
今
僕
此
の
言
を
追
憶
し
、
意
へ
ら
く
足
下
昆
仲
校
刊
の
時
一
切
舊

に
仍
る
も
、
獨
り
經
注
互
ひ
に
訛
る
の
處
は
、
戴
に
從
は
ざ
れ
ば
則
ち

多
く
通
ず
可
か
ら
ず
。
故
に
戴
に
從
ひ
て
以
て
趙
の
書
を
補
正
し
、
以



103 九 州 女 子 大 学 紀 要 第51巻１号

て
酈
書
の
善
本
を
成
し
、
戴
と
並
び
行
は
ん
と
勇
む
。
酈
を
護
る
所
以

な
る
も
趙
に
阿
る
所
以
に
非
ず
。
召
弓
の
云
ふ
所
の
東
原
氏
を
參
取
し

之
を
爲
す
者
な
り
。
足
下
昆
仲
の
意
は
則
ち
善
し
。
但
だ
足
下
亦
宜
し

く
深
く
其
の
文
を
没
し
、
默
默
と
す
る
べ
か
ら
ざ
る
の
み
な
り
。
果
た

し
て
戸
を
閉
じ
車
を
造
り
、
門
を
出
て
轍
を
合
す
る
に
出
れ
ば
、
當
に

其
の
奇
を
著
し
て
、
以
て
東
聖
・
西
聖
の
心
理
の
必
ず
同
じ
な
る
を
見

る
べ
し
。
果
た
し
て
相
取
る
よ
り
出
づ
れ
ば
、
當
に
其
の
實
を
著
し
て
、

以
て
多
聞
從
善
の
有
益
を
見
は
す
べ
し
。
果
た
し
て
二
公
未
だ
嘗
て
相

取
ら
ざ
れ
ば
、
校
刊
を
出
す
者
集
腋
裘
成
し
て
、
亦
當
に
後
序
を
爲
り

て
以
て
之
を
發
明
し
、
以
て
酈
書
の
完
善
を
期
し
て
光
を
鄰
壁
に
借
り

る
に
非
ざ
る
を
見
す
べ
し
。
不
ら
ざ
れ
ば
則
ち
僕
の
疑
ひ
を
解
く
無
く
、

亦
天
下
後
世
を
解
く
無
か
ら
ん
。
或
い
は
戴
趙
を
取
る
と
謂
ひ
、
或
い

は
趙
戴
を
取
る
と
謂
ふ
の
疑
ひ
は
、
是
れ
則
ち
足
下
昆
仲
將
に
戴
を
尊

ば
ん
と
す
る
も
戴
を
侵
す
に
適
り
、
將
に
趙
を
助
け
ん
と
し
て
趙
を
誣

う
る
に
適
る
な
り
。
此
れ
僕
の
敢
へ
て
言
は
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
所
以
な

り
。（
中
略
）
足
下
今
に
及
び
て
後
序
を
爲
り
、
趙
の
書
の
末
に
刊
し
、

洞
じ
て
原
委
を
陳
べ
、
天
下
後
世
の
疑
ひ
を
破
り
、
兩
先
生
を
し
て
皆

美
を
竊
む
の
謗
り
を
地
下
に
被
ら
ざ
ら
し
め
よ
。
僕
實
に
企
望
す
。
願

は
く
は
明
ら
か
に
し
て
我
に
教
へ
よ
。（

10
）

　

こ
の
文
に
よ
る
と
、
段
玉
裁
は
乾
隆
五
一
年
か
ら
五
二
年
の
間
に
校
勘
学

の
大
家
盧
文
弨
（
一
七
一
七
～
一
七
九
五
）
よ
り
「
梁
玉
縄
・
履
縄
の
兄
弟

が
趙
一
清
の
『
水
経
注
釈
』
を
校
刊
し
た
時
、
戴
震
の
校
本
を
参
考
に
し
て

い
る
」
と
い
う
話
を
聞
い
た
と
い
う
。
段
玉
裁
は
梁
玉
縄
に
対
し
て
戴
震
・

趙
一
清
の
著
作
の
相
似
は
偶
然
の
暗
合
に
よ
る
の
か
、
剽
窃
に
よ
る
の
か
、

も
し
盧
文
弨
の
言
の
如
く
で
あ
れ
ば
、
何
故
そ
の
旨
を
後
序
等
で
仔
細
に
述

べ
な
い
の
か
、
と
の
疑
問
を
呈
し
、
書
簡
の
最
後
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な

事
案
が
起
き
た
原
因
を
梁
玉
縄
に
対
し
て
厳
し
く
詰
問
し
て
い
る
。
こ
れ
に

対
す
る
梁
玉
縄
の
書
簡
が
あ
っ
た
の
か
は
後
述
す
る
。
梁
玉
縄
の
文
集
『
清

白
士
集
』
を
見
て
も
こ
の
こ
と
に
関
す
る
文
は
な
い
た
め
、
な
に
も
返
答
し

て
い
な
い
の
は
梁
玉
縄
が
黙
認
し
た
と
い
う
見
方
も
あ
る
。（

11
）
ま
た
段
玉

裁
書
簡
に
お
い
て
全
祖
望
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
こ
の
時
点

で
は
全
祖
望
の
『
新
校
水
経
注
』
の
存
在
は
知
っ
て
い
た
が
、
そ
の
内
容
に

関
し
て
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
鄭
坤
德
は
こ
れ
が
戴
・
趙
疑
案
の

発
端
で
あ
る
と
し
て
い
る
。（

12
）

二
、『
直
隷
河
渠
書
』
と
方
葆
巖
宛
書
簡
に
つ
い
て

　
「
段
玉
裁
年
譜
」
に
よ
る
と
前
章
の
書
簡
の
翌
年
の
嘉
慶
十
五
年
二
月
に
、

戴
震
の
息
子
で
あ
る
戴
中
浮
が
段
玉
裁
の
も
と
を
訪
れ
て
い
る
。

二
月
、
戴
東
原
の
嗣
子
中
浮
、
直
隷
河
渠
書
の
稿
一
百
單
二
巻
、
合
せ

て
二
十
四
册
を
携
へ
て
蘇
州
に
至
り
、
先
生
に
校
刊
を
屬
す
。
先
生
曰

く
我
力
能
く
校
す
る
も
、
刊
す
る
能
は
ざ
る
な
り
。
被
讀
往
復
し
て
、

其
の
書
の
繁
重
を
見
れ
ば
、
纖
悉
畢
く
備
は
る
。
毎
に
李
松
雲
と
と
も
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に
此
れ
必
ず
底
稿
有
り
、
斷
じ
て
戴
氏
一
年
の
内
、
一
手
の
能
く
成
す

所
に
非
ざ
る
な
り
。（

13
）

　

こ
れ
は
戴
中
浮
の
持
参
し
て
き
た
、
戴
震
の
著
作
『
直
隷
河
渠
書
』
出
版

に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。
段
玉
裁
自
身
は
校
正
は
可
能
で
あ
る
が
、
出
版
に

つ
い
て
は
無
理
と
し
な
が
ら
、
李
松
雲
と
こ
の
膨
大
な
著
書
を
戴
震
が
一
年

ほ
ど
で
完
成
さ
せ
た
こ
と
に
つ
い
て
疑
問
を
感
じ
て
い
る
。

　

さ
て
、『
直
隷
河
渠
書
』
の
出
版
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
段
玉
裁
は
王
念

孫
に
も
相
談
し
て
い
る
が
、（

14
）
資
金
力
の
面
か
ら
で
も
あ
ろ
う
、
閩
浙
総

督
で
あ
る
方
維
甸
（
号
、
葆
巖
）
に
依
頼
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
方
維
甸

の
父
親
で
あ
る
方
観
承
（
謚
、
恪
敏
）
が
、
直
隷
総
督
の
時
に
当
時
幕
客
で

あ
っ
た
戴
震
に
命
じ
て
作
ら
せ
た
た
め
で
あ
る
。（

15
）
嘉
慶
十
五
年
、
段
玉

裁
は
方
維
甸
宛
に
「
方
葆
巖
制
府
に
与
え
る
の
書
」
を
記
し
て
い
る
。

葆
巖
制
府
閤
下
、
大
門
中
恪
敏
稿
直
隷
に
總
督
た
り
し
と
き
、
乾
隆
戊

子
戴
東
原
師
を
蓮
花
書
院
に
延
請
し
、
直
隷
河
渠
書
一
部
、
凡
そ
百
有

二
巻
を
撰
次
す
。（
中
略
）
恪
敏
の
經
畫
に
非
れ
ば
此
の
書
の
規
橅
を

創
む
る
能
は
ず
。
東
原
師
の
地
理
に
熟
し
、
博
洽
精
敏
に
非
ら
ざ
れ
ば
、

年
餘
に
し
て
遂
に
此
の
書
を
成
し
、
國
家
の
鉅
製
を
爲
す
能
は
ず
。
顧

み
れ
ば
恪
敏
未
だ
進
呈
す
る
に
及
ば
ず
、
閤
下
沖
年
に
方
り
、
書
遂
に

流
轉
し
て
呉
江
に
落
ち
、
惟
東
原
師
の
み
其
の
副
を
藏
し
真
本
と
爲

す
。
乾
隆
癸
巳
、
東
原
師
特
に
召
し
を
奉
じ
て
、
四
庫
館
纂
修
に
充
れ

ら
れ
、
高
宗
純
皇
帝
深
く
戴
震
の
天
文
地
理
の
學
、
精
義
入
神
に
し
て
、

其
の
水
經
注
及
び
九
章
・
周
髀
算
經
等
の
書
考
正
す
る
を
知
り
、
御
製

の
詩
編
嘉
美
し
頒
行
す
。
丁
酉
に
洎
び
都
門
に
卒
し
、
其
の
著
述
は
曲

阜
の
孔
戸
部
誧
伯
繼
涵
の
家
に
藏
し
、
此
の
書
焉
に
在
り
。
洪
舎
人
蕊

登
榜
は
戴
の
行
状
を
作
り
、
孔
檢
討
撝
約
廣
森
は
戴
氏
遺
書
總
序
を
作

る
。
皆
直
隷
河
渠
書
六
十
四
册
と
記
す
。
嘉
慶
十
四
年
、
呉
江
の
捐
職

通
判
王
履
泰
な
る
者
有
り
、
此
の
書
攘
竊
し
、
名
を
畿
輔
安
瀾
と
易
へ

進
呈
す
。
上
嘉
し
て
有
用
の
書
と
爲
し
、
賞
す
る
に
同
知
を
以
て
し
、

北
河
の
効
用
に
發
し
、
仍
り
て
武
英
殿
に
命
じ
て
刊
行
す
。
聖
明
は
天

縦
に
し
て
、
此
の
書
を
一
見
し
、
即
ち
通
儒
に
非
れ
ば
爲
す
能
は
ざ
る

を
知
り
、
故
に
其
の
書
を
天
下
に
布
く
。
高
宗
皇
帝
の
賞
識
と
戴
震
の

先
後
揆
を
一
に
す
は
、
豈
千
載
の
盛
時
に
非
ず
や
。
且
つ
上
の
所
謂
有

用
の
書
と
は
、
獨
り
其
の
考
古
の
精
覈
に
非
ざ
る
な
り
。
亦
今
の
用
に

切
な
る
を
謂
ひ
、
三
輔
の
興
利
除
害
の
必
需
す
る
所
と
爲
る
。（
中
略
）

東
原
師
の
子
中
浮
、
曲
阜
の
孔
氏
の
藏
す
る
所
の
真
本
を
抱
き
都
に
入

り
、
軍
機
章
京
龔
麗
正
と
と
も
に
往
き
て
（
畿
輔
安
瀾
の
）
刻
板
せ
る

處
略
觀
る
も
、
其
の
悉
く
原
書
を
用
ひ
て
妄
り
に
刪
併
を
爲
し
、
略
乾

隆
戊
子
以
後
事
実
を
増
し
、
百
二
巻
を
改
め
て
五
十
六
卷
と
爲
す
を
知

る
。
且
つ
移
し
て
其
の
目
次
の
先
後
を
易
ふ
。
原
本
は
衛
河
を
首
と
し
、

地
勢
を
以
て
南
よ
り
北
し
て
次
と
爲
す
な
り
。
今
乃
ち
永
定
河
を
首
と

す
れ
ば
、
則
ち
全
く
其
の
義
例
を
失
す
。
竊
に
謂
へ
ら
く
履
泰
何
物
ぞ
、

乃
ち
敢
へ
て
通
儒
の
書
を
刪
定
す
れ
ば
、
恐
ら
く
著
書
の
用
を
失
せ
ん
。
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閤
下
は
文
章
政
事
、
淵
源
世
美
、
宜
し
く
奏
し
て
是
の
書
の
原
委
を
明

ら
か
に
し
、
真
本
を
取
り
て
進
呈
重
刻
し
て
、
以
て
聖
鑒
の
明
を
章
ら

か
に
し
、
以
て
先
志
の
美
を
成
し
、
以
て
東
原
の
著
作
の
光
を
發
し
、

以
て
履
泰
の
盗
名
の
罪
を
懲
ら
し
む
べ
け
れ
ば
、
紹
聞
の
實
用
を
究
め
、

聖
代
の
經
綸
を
助
け
て
、
幸
甚
。
幸
甚
。（

15
）

　

こ
れ
を
み
る
と
、
戴
震
が
方
承
観
の
指
示
に
よ
り
『
直
隷
河
渠
書
』
を
編

纂
し
た
経
緯
が
分
か
る
。
し
か
し
、
こ
の
書
は
奇
劂
に
付
さ
れ
る
こ
と
な
く

稿
本
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
方
承
観
の
没
後
そ
の
稿
本
は
呉
江
の
王
履
泰
な
る

人
物
が
入
手
し
、
自
著
と
し
て
書
名
を
『
畿
輔
安
瀾
志
』
と
し
、
内
容
も
改

編
し
て
出
版
し
て
い
る
。
後
に
戴
・
趙
の
剽
窃
の
件
も
問
題
に
な
っ
て
い
る

が
、
当
時
は
こ
の
よ
う
な
著
作
の
盗
用
が
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
こ
の

時
代
を
知
る
上
で
興
味
深
い
話
で
あ
る
。
し
か
も
、『
畿
輔
安
瀾
志
』
は
乾

隆
帝
の
嘉
賞
す
る
所
と
な
り
、
武
英
殿
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
段
玉
裁
は

こ
れ
を
師
を
冒
涜
す
る
も
の
と
し
て
戴
中
浮
と
と
も
に
『
直
隷
河
渠
書
』
を

出
版
し
、
真
の
作
者
は
王
履
泰
で
は
な
く
、
戴
震
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
し
め

る
べ
く
方
維
甸
に
訴
え
て
い
る
。

　

そ
し
て
翌
嘉
慶
十
六
年
、
段
玉
裁
は
嘉
慶
十
五
年
の
「
段
玉
裁
年
譜
」
に

お
け
る
記
述
に
あ
る
李
松
雲
と
討
議
し
た
疑
問
、
つ
ま
り
果
た
し
て
戴
震
が

一
年
で
こ
の
大
著
を
成
し
得
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
解
答
を
得
た
。

そ
れ
は
「
趙
戴
河
渠
書
弁
」
と
い
う
文
に
以
下
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
。

是
の
年
冬
、
松
雲
都
に
入
る
。
杭
州
の
何
夢
華
元
錫
來
り
て
言
ふ
、「
直

隷
河
渠
書
は
乃
ち
趙
東
潛
の
作
な
り
。
戴
先
生
に
於
い
て
は
渉
る
無
し
。

往
に
孔

谷
丈
戴
氏
遺
書
中
に
収
入
す
る
は
誤
り
な
り
」
と
。
余
二
十

四
册
な
る
者
を
以
て
之
に
示
す
。
彼
云
ふ
「
趙
氏
の
書
は
尚
多
き
こ
と

一
倍
、
此
れ
に
止
ま
ら
ざ
る
な
り
」
と
。
余
曰
く
「
吾
故
に
吾
師
の
一

年
内
に
書
を
成
し
て
百
二
巻
の
多
き
に
至
る
こ
と
を
疑
ふ
。
今
足
下
趙

書
乃
ち
更
に
此
れ
に
倍
す
と
云
ふ
、
然
ら
ば
則
ち
趙
は
草
創
を
爲
し

て
戴
は
刪
定
を
爲
す
や
」
と
。
屬
し
て
其
の
將
に
趙
の
書
の
寄
來
し
て

一
觀
せ
ん
と
す
る
も
、
未
だ
至
ら
ざ
る
な
り
。
十
六
年
春
正
月
、
松
雲

都
よ
り
還
り
、
武
英
殿
聚
珍
板
畿
輔
安
瀾
志
を
以
て
相
示
す
。
其
の
確

か
に
戴
の
書
を
竊
取
し
て
、
繁
を
刪
り
簡
に
就
く
を
爲
す
も
、
不
學
無

術
に
し
て
、
爲
す
所
頓
に
盧
山
の
真
面
を
失
す
る
を
知
る
。
蓋
し
此
の

書
の
美
は
繁
に
在
る
も
、
彼
は
盡
く
夾
行
細
注
を
將
て
刪
去
し
、
古
今

を
考
訂
す
る
者
を
し
て
、
俱
に
倀
倀
と
し
て
幽
室
に
在
ら
し
む
、
是
れ

惜
し
む
可
き
な
り
。
二
月
、
松
雲
復
た
葆
巖
制
府
の
札
を
以
て
相
示
し
、

夢
華
已
に
趙
の
本
を
將
て
葆
巖
に
抄
送
し
て
、
葆
巖
趙
氏
此
の
書
を
作

る
は
證
據
有
る
可
き
を
問
ふ
を
知
る
。
松
雲
余
に
屬
し
て
之
を
考
え
し

む
。
余
謂
へ
ら
く
趙
氏
此
の
書
を
爲
る
も
、
惟
汪
韓
門
集
の
保
定
旅
懐

詩
の
み
道
ひ
て
之
に
及
ぶ
、
菫
浦
・
謝
山
は
皆
老
友
な
る
も
、
集
内
に

皆
未
だ
道
ひ
て
之
に
及
ば
ず
。
即
ち
東
潛
文
稿
も
亦
道
ひ
て
之
に
及
ぶ

の
語
無
し
。
然
れ
ど
も
其
の
書
稿
は
家
に
藏
さ
れ
、
固
よ
り
確
然
と
し

て
東
潛
の
作
爲
る
を
信
ず
可
き
な
り
。
吾
師
の
書
に
至
り
て
は
、
則
ち
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孔

谷
の
収
藏
有
り
、
洪
舎
人
榜
の
戴
氏
の
行
状
有
り
、
孔
検
討
撝
約

の
戴
氏
遺
書
總
序
有
り
、
程
方
正
易
田
の
余
に
答
へ
る
の
書
有
り
、
余

親
し
く
吾
師
此
の
書
を
撰
す
る
の
語
を
説
く
を
聞
き
、
師
の
親
筆
に

「
戊
子
、
余
方
制
府
の
請
ひ
に
應
じ
て
、
保
定
の
蓮
花
池
の
園
内
に
寓

し
、
河
間
の
同
知
黄
君
の
灤
河
の
源
を
尋
ね
て
至
る
に
適
ふ
」
の
語
有

り
、
皆
據
證
と
す
可
し
。
夢
華
乃
ち
「
此
の
書
は
戴
氏
に
預
か
る
こ
と

無
し
」
と
云
ふ
は
、
乃
ち
確
語
に
非
ざ
る
な
り
。
松
雲
云
ふ
「
東
原
先

生
は
人
の
書
を
攘
竊
す
る
者
に
非
ず
、
若
し
東
原
大
い
に
刪
潤
を
爲
す

に
非
ず
ん
ば
、
斷
じ
て
其
の
副
本
を
抄
し
て
己
の
書
と
自
稱
せ
ざ
る
な

り
。
蓋
し
趙
は
草
創
に
し
て
戴
の
刪
改
は
必
せ
り
」
と
。
松
雲
の
見
る

所
正
に
余
と
合
す
。（

16
）

　

段
玉
裁
が
『
直
隷
河
渠
書
』
の
編
纂
に
つ
い
て
得
た
情
報
は
、
先
ず
杭
州

よ
り
来
訪
し
た
何
夢
華
が
も
た
ら
し
た
も
の
で
、
作
者
は
戴
震
で
は
な
く
趙

一
清
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
先
に
段
玉
裁
は
李
松
雲
と
討
議
し
、
戴

震
が
一
年
間
を
以
て
こ
の
書
を
完
成
さ
せ
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
と
し

た
、
そ
こ
で
こ
の
情
報
か
ら
趙
一
清
の
草
稿
を
戴
震
が
改
定
し
た
の
で
は
な

い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
嘉
慶
十
六
年
二
月
、
李
松
雲
が
方
維
甸
の
書
簡
を

も
っ
て
き
た
。
内
容
は
何
夢
華
が
方
維
甸
の
許
へ
趙
一
清
の
草
稿
の
写
し
を

送
り
、
方
維
甸
の
方
か
ら
そ
の
事
実
の
証
拠
を
求
め
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。

段
玉
裁
と
李
松
雲
の
見
解
は
一
致
し
て
お
り
、
最
初
に
段
玉
裁
が
推
測
し
た

如
く
、
趙
一
清
の
草
稿
に
戴
震
が
改
定
し
た
も
の
が
『
直
隷
河
渠
書
』
の
編

纂
過
程
で
あ
る
。
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
段
玉
裁
は
続
い
て
趙
一
清
と
戴
震

を
比
較
し
て
述
べ
る
。

今
二
公
の
書
、
固
よ
り
當
に
並
び
存
す
べ
し
。
趙
は
地
理
に
精
な
り
と

雖
も
、
地
理
の
學
は
尚
ほ
戴
に
及
ば
ず
。
文
章
の
學
も
亦
戴
に
及
ば
ず
。

今
日
に
在
り
て
論
ず
れ
ば
、
自
ら
戴
を
以
て
主
と
爲
し
、
趙
の
書
を
以

て
其
の
訛
字
を
校
勘
す
べ
し
。
戴
の
書
の
唐
河
巻
一
の
中
に
「
杭
人
趙

一
清
水
經
に
補
注
し
、
地
理
の
學
に
於
い
て
甚
だ
核
む
。
嘗
て
定
州
に

遊
び
、
定
州
の
牧
姚
立
德
の
爲
に
、
盧
奴
水
考
を
作
り
、
並
び
に
右
下

に
附
す
」
と
云
へ
る
有
り
。
盧
奴
水
考
を
附
し
云
々
は
、
今
此
の
編
は

東
潛
文
稿
に
見
ゆ
、
吾
師
方
に
趙
の
文
を
採
擷
す
る
も
、
此
れ
豈
に
戴

の
書
は
即
ち
趙
の
書
と
謂
ふ
を
得
ん
や
。
趙
は
直
隷
河
渠
水
利
書
と
名

づ
け
、
吾
師
は
直
隷
河
渠
書
と
曰
へ
ば
、
水
利
の
二
字
は
吾
師
の
刪
る

所
、
河
渠
を
以
て
之
を
包
ね
る
に
足
る
な
り
。（

17
）

　

こ
れ
を
見
る
と
、
段
玉
裁
は
師
で
あ
る
戴
震
の
著
作
を
趙
一
清
よ
り
高
く

評
価
し
て
い
る
の
は
当
然
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
次
に
戴
震
の
『
直
隷
河

渠
書
』
の
中
か
ら
戴
・
趙
水
経
注
剽
窃
に
関
わ
る
極
め
て
重
要
な
文
言
を
抄

出
し
て
い
る
。
こ
の
「
杭
人
趙
一
清
水
経
に
補
注
し
、
地
理
の
学
に
お
い
て

甚
だ
核
む
」
と
い
う
こ
の
戴
震
自
身
の
発
言
は
戴
震
が
趙
一
清
の
『
水
経
注

釈
』
の
存
在
を
知
り
、
且
つ
読
ん
で
い
た
可
能
性
を
裏
付
け
る
証
左
で
あ
る
。

段
玉
裁
は
皮
肉
に
も
戴
震
の
剽
窃
疑
惑
を
高
め
る
有
力
な
証
拠
を
提
出
し
た
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と
い
え
る
。
こ
の
一
文
は
そ
の
後
の
戴
・
趙
剽
窃
論
争
大
き
な
影
響
を
与
え

た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

嘉
慶
十
六
年
に
段
玉
裁
は
再
び
方
維
甸
に
書
簡
を
送
っ
て
い
る
。「
方
葆

巖
に
与
う
」
が
そ
れ
に
当
た
る
。

乾
隆
甲
申
以
前
は
趙
東
潛
を
延
き
て
之
を
草
創
し
、
戊
子
は
東
原
師
を

延
き
て
之
を
刪
定
す
。
支
幹
の
経
緯
、
古
今
の
變
遷
、
事
実
の
清
析
、

諸
を
掌
に
指
す
が
如
し
。
今
水
患
を
治
め
水
利
を
興
す
者
を
し
て
、
百

世
持
循
す
る
所
有
り
と
雖
も
、
此
れ
其
の
功
小
な
ら
ざ
ら
し
め
ん
。
趙

の
書
名
は
直
隷
河
渠
水
利
書
、
百
三
十
巻
。
戴
は
改
め
て
直
隷
河
渠
書

と
稱
し
、
水
利
の
二
字
を
去
る
。
百
二
巻
。
原
書
を
減
ず
る
こ
と
三
十

巻
に
し
て
、
灤
河
・
熱
河
は
僅
か
に
涯
略
を
存
す
る
の
み
、
恪
敏
是
の

年
秋
後
位
に
薧
じ
て
、
書
遂
に
未
だ
竟
げ
ざ
る
な
り
。
趙
の
書
の
灤
河

六
巻
は
、
若
し
戴
本
の
刊
版
す
る
に
依
ら
ば
、
則
ち
灤
河
は
趙
の
書
を

取
り
補
綴
す
可
し
。
戴
の
本
の
影
抄
に
係
わ
る
は
曲
阜
の
孔
府
原
本
、

原
本
は
舛
訛
特
に
甚
だ
し
、
今
趙
本
有
り
互
い
に
校
し
、
訛
脱
尚
ほ
推

求
可
き
を
想
ふ
。（

18
）

　

こ
れ
に
よ
る
と
段
玉
裁
は
『
直
隷
河
渠
書
』
の
出
版
は
趙
一
清
の
『
直
隷

河
渠
水
利
書
』
と
互
い
に
校
正
す
べ
き
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
つ
ま
り
趙
一

清
の
『
直
隷
河
渠
水
利
書
』
が
『
直
隷
河
渠
書
』
を
補
完
す
べ
き
重
要
な
文

献
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
段
玉
裁
の
方
維
甸
宛
書
簡
と
「
趙
戴
河
渠
書
弁
」
を
見
て
き
た
が
、

段
玉
裁
は
嘉
慶
十
五
年
の
時
点
で
は
、
趙
一
清
の
『
直
隷
河
渠
水
利
書
』
の

存
在
に
気
づ
い
て
い
な
い
。
し
か
し
、
嘉
慶
十
六
年
に
な
る
と
趙
一
清
の
著

作
が
戴
震
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
発
見
す
る
。
し
か
も
『
直

隷
河
渠
書
』
の
み
な
ら
ず
『
水
経
注
』
お
い
て
も
そ
の
証
を
得
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
問
題
に
対
し
て
段
玉
裁
は
如
何
な
る
判
断
を
下
し
た
の
で
あ
ろ

う
か
。

三
、
段
玉
裁
の
戴
・
趙
問
題
に
対
す
る
解
釈

　

前
述
し
た
戴
震
の
『
直
隷
河
渠
書
』
中
に
お
け
る
「
杭
人
趙
一
清
水
経
に

補
注
し
、
地
理
の
学
に
於
い
て
甚
だ
核
む
」
と
い
う
一
文
は
戴
・
趙
剽
窃
問

題
に
大
き
な
波
紋
を
あ
た
え
た
。
後
世
こ
の
文
言
を
以
て
戴
震
の
剽
窃
の
明

証
と
す
る
説
も
あ
る
。
確
か
に
こ
れ
は
戴
震
自
身
の
発
言
で
あ
る
た
め
重
要

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
こ
の
文
言
に
関
す
る
主
要

な
人
物
の
反
応
を
列
挙
し
て
み
る
。

 

・
張
穆
（
一
八
〇
五
～
一
八
四
九
）、「
関
於
戴
校
本
水
経
注
」

夫
れ
著
書
を
經
始
す
る
は
甚
だ
難
き
も
、
踵
事
の
俢
書
は
稍
く
易
き

こ
と
は
古
今
の
通
義
な
り
。
戴
氏
は
乃
ち
自
ら
易
き
に
居
る
を
欲
せ

ず
、
遂
に
深
く
一
清
の
草
創
の
勞
を
没
す
。
茂
堂
從
學
の
久
し
き
以

て
す
る
と
雖
も
、
與
に
此
の
書
を
論
ず
る
者
は
一
端
に
非
ず
、
亦
戴
氏

は
更
に
藍
本
有
る
を
聞
か
ず
。
直
に
何
元
錫
の
小
山
堂
に
從
り
其
の
副
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本
を
寫
し
、
然
る
後
戴
の
書
は
即
ち
趙
の
書
な
る
を
知
る
に
至
る
な
り
。

戴
の
書
中
に
趙
氏
の
盧
奴
水
考
を
載
せ
、
杭
人
趙
一
清
嘗
て
定
州
に
游

び
、
州
牧
姚
立
德
の
爲
に
此
の
考
を
作
り
、
竝
に
右
に
附
す
云
々
と
云

ふ
。
一
ら
趙
氏
は
絶
え
て
河
渠
書
に
與
る
無
き
者
に
似
た
り
。
茂
堂
乃

ち
趙
は
地
理
に
精
な
り
と
雖
も
、
尚
ほ
戴
に
及
ば
ず
、
文
章
も
亦
戴
に

及
ば
ず
と
曰
ふ
。
此
の
語
良
に
然
り
、
然
れ
ど
も
其
の
及
ば
ざ
る
因
り

て
、
遂
に
盗
據
の
傷
無
き
と
謂
ふ
を
得
ざ
る
な
り
。
戴
氏
を
し
て
原
本

を
標
明
し
て
之
を
刪
補
せ
し
む
れ
ば
、
豈
に
甚
だ
し
く
は
美
な
ら
ず
や
。

何
ぞ
乃
ち
此
の
穿
窬
の
行
を
爲
さ
ん
や
。（

19
）

・
王
国
維　

「
聚
珍
本
戴
校
水
経
注
跋
」

直
隷
河
渠
書
を
修
む
る
時
、
東
原
此
の
書
を
修
む
る
に
實
に
東
潛
の
後

を
承
る
。
當
時
は
物
力
豐
盛
、
趙
氏
の
河
渠
書
稿
百
三
十
巻
、
戴
氏
の

河
渠
書
稿
百
十
巻
、
并
せ
て
數
寫
本
有
り
。
又
趙
校
水
經
注
、
全
氏
雙

韭
山
房
錄
二
部
有
れ
ば
、
則
ち
全
氏
の
校
本
、
趙
氏
も
亦
必
ず
之
有
り
。

水
經
注
は
河
渠
書
を
纂
す
る
時
の
爲
に
第
一
の
要
書
な
り
。
故
に
全
・

趙
二
校
本
、
局
中
に
必
ず
寫
本
有
る
は
疑
ひ
無
し
、
東
原
之
を
見
る
は
、

自
ら
必
ず
此
の
時
に
在
り
。（

20
）

・
丁
山　

「
酈
学
考
書
目
」

段
玉
裁
の
直
隷
河
渠
書
辨
に
、
戴
書
の
巻
一
唐
河
中
に
「
杭
人
趙
一
清

水
經
に
補
注
し
、
地
理
の
學
に
於
い
て
甚
だ
核
む
、
嘗
て
定
州
に
游
び
、

州
牧
の
爲
に
盧
奴
水
考
を
作
る
」
と
云
え
る
有
る
を
引
く
。
是
れ
乾
隆

卅
三
年
（
一
七
八
六
）、
戴
河
渠
書
を
修
め
る
時
、
確
か
に
趙
釋
を
見
る
。

（
21
）

・
余
嘉
錫　

「
四
庫
堤
要
弁
證
水
経
注
按
語
」

戴
震
の
経
学
は
精
緻
を
極
め
て
い
る
が
、
そ
の
性
格
は
自
信
満
々
で
あ

り
、
其
の
著
作
で
あ
る
『
孟
子
字
義
疏
證
』
を
見
れ
ば
朱
子
を
謗
り
、

ま
た
『
屈
原
賦
注
』
に
い
た
っ
て
は
、
た
だ
朱
子
の
『
楚
辞
集
注
』
の

う
わ
べ
だ
け
変
え
て
、ほ
ぼ
潤
飾
し
て
自
分
の
著
作
と
し
て
い
る
。（
中

略
）
況
し
て
や
同
時
代
で
名
声
が
自
分
よ
り
下
で
、
有
名
で
は
な
い
趙

一
清
の
著
作
と
も
な
れ
ば
な
お
さ
ら
（
盗
作
す
る
）
で
あ
ろ
う
。
段
懋

堂
は
戴
震
は
趙
一
清
の
説
を
剽
窃
し
て
い
な
い
、
戴
震
に
は
そ
の
必
要

が
な
い
か
ら
だ
。
と
い
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
王
子
雍
が
鄭
康
成
を
批

判
し
た
よ
う
な
も
の
で
、（
戴
震
）
は
直
ち
に
剽
窃
し
て
自
分
に
説
に

し
た
だ
け
で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
直
隷
河
渠
書
を
趙

一
清
の
著
作
の
あ
と
に
再
び
編
纂
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。（

22
）

　

多
く
の
人
士
が
こ
の
一
文
を
以
て
、
戴
震
の
剽
窃
の
明
証
と
し
て
い
る
。

し
か
も
、
鄭
德
坤
は
「
水
経
注
趙
戴
公
案
判
決
」
に
お
い
て
先
の
一
文
を
戴
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震
の
自
供
の
辞
と
し
、
戴
震
が
趙
一
清
・
全
祖
望
の
著
作
を
剽
窃
し
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
と
し
て
い
る
。（

23
）
し
か
し
、
森
鹿
三
は
こ
れ
に
対
し
こ
の

文
を
も
っ
て
證
拠
と
す
る
の
は
腑
に
落
ち
か
ね
る
と
い
う
。（

24
）

　

い
づ
れ
に
し
て
も
段
玉
裁
の
発
表
し
た
こ
の
文
が
戴
震
の
剽
窃
問
題
に
対

し
、
大
き
な
反
響
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
段
玉
裁

は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
嘉
慶
十
六
年
以
降
、
如
何
に
取
り
組
ん
で
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
こ
の
間
の
文
献
の
徴
す
る
べ
き
が
な
い
た
め
推
測

の
域
を
出
な
い
。
梁
玉
縄
か
ら
の
段
玉
裁
宛
の
書
簡
は
残
存
し
て
い
な
い
こ

と
は
前
述
し
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
胡
適
（
一
八
九
一
～
一
九
六
二
）
は
梁

玉
縄
か
ら
の
返
書
は
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
し
て
、
そ
の
内
容
を
以
下
の

よ
う
に
推
測
す
る
。

段
玉
裁
が
（
書
簡
で
）
梁
玉
縄
に
質
問
し
た
時
に
、
彼
は
完
全
に
誰
に

も
会
わ
ず
学
説
が
暗
合
す
る
と
い
う
可
能
性
を
否
定
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
梁
氏
か
ら
の
返
書
は
す
で
に
存
在
し
て
い
な
い
が
、
梁
氏
か
ら

返
書
が
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
梁
氏
は
そ
の
返
書
の
中
で
、
全
祖

望
と
趙
一
清
の
交
友
と
両
者
の
水
経
注
研
究
の
経
過
を
詳
述
し
、
そ
の

上
趙
の
書
の
巻
首
に
全
氏
が
河
・
濟
・
渭
・
洛
・
淮
・
江
・
沔
の
七
水

は
経
・
注
が
互
い
に
混
淆
し
た
状
態
で
あ
る
こ
と
を
発
見
し
、「
書
を

馳
せ
る
こ
と
三
千
里
に
し
て
京
師
に
至
る
」
と
い
う
か
た
ち
で
（
趙
一

清
）
に
告
げ
た
。
趙
氏
は
初
め
て
こ
れ
を
聞
き
夜
寝
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

遂
に
は
其
の
説
を
受
け
入
れ
て
修
正
し
た
。
と
い
う
美
談
が
あ
る
と
い

い
、
こ
の
話
に
つ
い
て
段
玉
裁
は
大
い
に
理
解
を
示
し
、
ま
た
信
用
し

た
。
彼
自
身
古
音
学
を
治
め
た
の
で
、
自
身
が
江
有
誥
が
戴
震
・
孔
広

森
ら
が
互
い
に
面
会
し
て
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
上
、
彼
ら
の
古

韻
を
論
ず
る
書
も
読
ま
な
か
っ
た
が
、
思
い
も
よ
ら
ず
古
韻
の
分
別
を

調
べ
て
、
結
論
は
彼
ら
も
往
往
に
し
て
暗
合
す
る
の
を
見
て
い
る
。
段

玉
裁
が
晩
年
戴
東
原
先
生
年
譜
を
編
纂
し
た
所
以
は
、
趙
・
戴
水
経
注

の
疑
案
に
対
し
て
、
完
全
に
こ
の
よ
う
な
暗
合
現
象
を
主
張
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。（

25
）

　

胡
適
の
こ
の
推
測
は
傾
聴
す
る
に
あ
た
い
す
る
。
つ
ま
り
梁
玉
縄
の
返
書

内
容
を
読
ん
だ
た
め
、
段
玉
裁
の
「
戴
震
年
譜
」
で
は
戴
震
と
趙
一
清
の
説

は
暗
合
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
な
っ
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
周
知
の
如
く

胡
適
の
一
連
の
『
水
経
注
』
研
究
は
戴
震
の
剽
窃
を
否
定
す
る
こ
と
を
主
眼

と
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
逆
に
梁
玉
縄
の
返
書
あ

っ
た
と
し
て
、
そ
れ
が
戴
震
に
つ
い
て
非
常
に
不
利
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い

た
と
す
る
な
ら
ば
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
返
書
の
内
容
に
戴
震
が
趙

一
清
の
著
書
を
剽
窃
し
た
と
い
う
有
力
な
情
報
が
記
さ
れ
て
い
た
と
い
う
可

能
性
で
あ
る
。
胡
適
は
段
玉
裁
の
死
後
そ
の
弟
子
達
が
段
玉
裁
の
文
集
『
経

韵
楼
集
』
に
梁
玉
縄
書
簡
を
収
入
し
な
か
っ
た
と
い
っ
て
い
る
が
、（

26
）　

こ
れ
は
意
図
的
に
収
入
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
段
玉
裁

と
顧
千
里
が
論
争
し
た
時
、『
経
韻
楼
集
』
に
は
段
玉
裁
に
不
利
に
な
る
書

簡
は
敢
え
て
収
入
し
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。（

27
）
こ
の
事
例
か
ら
考
え
る
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と
、
こ
の
場
合
も
同
様
で
あ
っ
た
と
し
た
ほ
う
が
納
得
で
き
る
。
も
し
梁
玉

縄
の
返
書
が
単
に
両
者
の
「
暗
合
」
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
文
集
に

収
入
し
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
考
え
ら
れ
る
の
は
戴
震
剽
窃
説
を
回
避
し
、
こ
の
問
題
を
解
決
す

る
た
め
段
玉
裁
は
暗
合
説
に
帰
着
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
こ
で
嘉
慶
十
九
年
に
完
成
し
た
「
戴
震
年
譜
」
の
乾
隆
三
十
九
年
、
五
十

二
歳
の
個
所
の
記
述
を
み
て
み
る
。

杭
州
の
趙
東
潛
一
清
地
理
の
學
に
精
し
、
水
經
注
を
研
摩
す
る
こ
と
數

十
年
、
但
其
の
校
本
は
未
だ
京
師
に
至
ら
ざ
る
に
從
る
の
み
。
先
生
と

趙
と
は
或
い
は
相
聞
ゆ
と
雖
も
、
未
だ
嘗
て
相
識
ら
ず
、
其
の
業
と
す

る
所
は
未
だ
嘗
て
相
觀
ざ
る
な
り
。
四
庫
館
遺
書
を
捜
討
し
、
趙
の
書

も
亦
著
錄
さ
る
る
を
得
、
其
の
書
字
句
を
校
正
し
、
地
理
を
剖
析
す
る

に
及
ぶ
こ
と
最
も
詳
ら
か
な
り
。
而
し
て
更
に
經
・
注
を
正
す
こ
と
、

一
に
戴
本
の
如
き
は
、蓋
し
趙
は
精
詣
羣
を
絶
す
れ
ば
な
り
。鄞
の
全
謝

山
太
史
是
の
書
を
七
校
し
、
深
く
秘
奥
を
窺
ふ
。
兩
公
交
り
最
も
深
し
、

或
い
は
戸
を
閉
じ
て
暗
合
し
、
或
い
は
麗
澤
相
取
り
て
、
其
の
説
往
往

に
し
て
先
生
と
同
じ
、
是
れ
以
て
著
書
の
精
美
に
し
て
、
千
年
の
後
校

讎
諟
正
の
人
無
き
を
患
へ
ず
し
て
、
学
問
の
深
醇
は
、
即
ち
未
だ
相
謀

ら
ざ
る
も
言
ふ
所
一
の
如
き
を
知
る
可
し
。
且
つ
趙
の
書
は
錢
塘
の
梁

處
素
履
縄
を
經
て
校
刊
す
。
合
は
ざ
る
者
有
れ
ば
、
戴
本
を
攈
り
て
以

て
之
を
正
す
。
故
に
今
二
本
大
段
同
じ
か
ら
ざ
る
者
少
き
な
り
。（

28
）

　

こ
の
文
面
か
ら
窺
え
る
の
は
、
嘉
慶
十
四
年
の
「
与
梁
耀
北
書
論
戴
趙
二

家
水
経
注
」
に
お
け
る
す
べ
て
の
疑
問
が
氷
解
し
た
如
き
感
が
認
め
ら
れ
る
。

つ
ま
り
こ
れ
に
よ
り
、
戴
・
趙
の
間
に
剽
窃
は
存
在
せ
ざ
る
事
を
明
瞭
に
し

た
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
段
玉
裁
の
出
し
た
結
論
で
あ
る
。

　

こ
れ
が
真
実
で
あ
る
か
ど
う
か
は
別
問
題
で
あ
る
。
恐
ら
く
段
玉
裁
は
師

で
あ
る
戴
震
の
名
誉
を
守
る
た
め
に
、
か
く
の
如
き
結
論
に
至
っ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
こ
こ
で
戴
震
の
性
格
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
戴
震
の

性
格
に
つ
い
て
は
河
田
悌
一
氏
の
「
同
時
代
人
の
眼
―
章
学
誠
の
戴
震
観
」

と
い
う
論
考
に
、
章
学
誠
の
眼
に
映
っ
た
戴
震
の
姿
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
に
は
戴
震
に
は
批
判
さ
れ
る
べ
き
「
口
談
の
繆
」
三
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

そ
の
一
つ
に
「
司
馬
遷
と
班
固
二
史
の
優
劣
を
問
う
も
の
が
い
た
が
、
戴
震

は
鄭
樵
が
班
固
を
そ
し
っ
た
言
を
盗
襲
し
て
お
き
な
が
ら
、
あ
つ
か
ま
し
く

も
そ
れ
を
あ
た
か
も
自
分
の
創
見
の
ご
と
く
述
べ
て
い
た
。」（

29
）
と
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
性
格
か
ら
も
戴
震
の
剽
窃
疑
惑
は
避
け
ら
れ
な
い
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
段
玉
裁
の
書
簡
を
中
心
に
戴
・
趙
剽
窃
問
題
を
概
観
し
て
き
た
。

こ
れ
に
よ
り
窺
え
る
の
は
、
段
玉
裁
は
嘉
慶
十
四
年
の
「
与
梁
耀
北
書
論
戴

趙
二
家
水
経
注
」
執
筆
時
の
お
い
て
は
趙
一
清
の
剽
窃
を
疑
っ
て
お
り
、
ま

た
盧
文
弨
の
「
梁
氏
耀
北
處
素
の
昆
仲
趙
氏
の
水
経
注
を
校
刊
し
、
東
原
氏
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の
書
を
参
取
し
て
之
を
爲
す
」
と
い
う
言
を
信
じ
、
梁
玉
縄
達
が
戴
震
の
説

を
剽
窃
し
て
『
水
経
注
釈
』
を
校
刊
し
た
の
で
は
な
い
か
と
厳
し
く
詰
問
し

て
い
る
。
翌
嘉
慶
十
五
年
で
は
戴
中
浮
の
持
ち
込
ん
で
き
た『
直
隷
河
渠
書
』

出
版
に
つ
い
て
方
維
甸
に
助
力
を
乞
う
て
い
る
。
そ
し
て
嘉
慶
十
六
年
、
段

玉
裁
は
方
承
観
の
も
と
で
戴
震
は
先
行
す
る
趙
一
清
の『
直
隷
河
渠
水
利
書
』

を
参
考
に
『
直
隷
河
渠
書
』
を
編
纂
し
て
い
る
事
実
に
逢
着
す
る
。
し
か
も

戴
震
自
身
の
「
杭
人
趙
東
潜
水
経
注
に
補
注
し
、
地
理
の
学
に
お
い
て
甚
だ

核
む
」
と
い
う
一
文
を
見
る
に
及
び
、
戴
震
は
生
前
趙
一
清
と
直
接
面
晤
し

て
い
な
い
が
、
そ
の
著
作
を
読
ん
で
い
た
事
実
を
把
握
し
た
は
ず
で
あ
る
。

そ
の
後
嘉
慶
十
九
年
ま
で
の
「
戴
震
年
譜
」
の
完
成
の
間
に
、
推
測
で
は
あ

る
が
段
玉
裁
は
梁
玉
縄
よ
り
の
返
書
を
受
け
取
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ

で
趙
一
清
と
全
祖
望
の
関
係
等
の
事
実
、
ま
た
は
戴
震
側
に
不
利
に
な
る
情

報
を
得
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
梁
玉
縄
の
返
書
が
な
か
っ
た
に
し

て
も
、
何
処
か
ら
か
全
祖
望
の
著
作
や
戴
震
剽
窃
の
証
を
得
て
い
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
そ
こ
で
「
戴
震
年
譜
」
お
い
て
三
者
暗
合
説
を
唱
え
こ
の
問
題

を
糊
塗
し
よ
う
と
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
こ
の
「
年
譜
」
に
お
い
て

段
玉
裁
は
ミ
ス
を
犯
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
年
譜
」
に
は
「
先
生

と
趙
と
は
或
い
は
相
聞
ゆ
と
雖
も
、
未
だ
嘗
て
相
識
ら
ず
、
其
の
業
と
す
る

所
は
未
だ
嘗
て
相
観
ざ
る
な
り
」
記
す
が
、
こ
れ
は
「
杭
人
趙
東
潜
水
経
注

に
補
注
し
、
地
理
の
学
に
お
い
て
甚
だ
核
む
」
と
い
う
記
述
と
矛
盾
し
て
い

る
。「
地
理
の
学
に
お
い
て
甚
だ
核
む
」
と
い
う
語
は
、
明
ら
か
に
趙
一
清

の
『
水
経
注
釈
』
の
内
容
を
指
し
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。
段
玉
裁
は
師

で
あ
る
戴
震
を
擁
護
す
る
た
め
、
敢
え
て
三
者
暗
合
説
を
強
調
し
、
こ
の
よ

う
な
齟
齬
を
来
た
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

注

 

（
１
）
陳
橋
驛　
「
趙
一
清
与
水
経
注
」『
水
経
注
論
叢
』
所
収　

浙
江
大
学

出
版
社　

二
〇
〇
八
年　

一
八
二
頁　

陳
橋
驛
は
「
戴
震
は
当
然
趙

の
書
を
見
た
こ
と
は
疑
い
の
余
地
は
な
い
」
と
の
べ
て
い
る
。
大
勢

は
戴
震
の
剽
窃
を
肯
定
し
て
い
る
。

 

（
２
）
梁
啓
超　
『
清
代
学
術
概
論
』『
飲
冰
室
合
集
』
八
巻
所
収　

中
華
書

局　

一
九
八
六
年　

三
五
頁

 

（
３
）
胡
適　
「
戴
震
校
水
経
注
最
早
引
起
的
猜
疑
」『
胡
適
全
集
』
十
六
巻

所
収　

安
徽
教
育
出
版
社　

二
〇
〇
三
年　

一
二
五
頁　
「
吾
友
朱

上
舎
文
藻
自
四
庫
總
裁
王
少
宰
所
歸
、
爲
予
言
此
書
參
用
同
里
趙
□

□
一
清
校
本
。
然
戴
太
史
無
一
言
及
之
」

 （
４
）
前
掲
書　

一
二
五
頁

 

（
５
）
張
之
洞
・
范
希
曽　
『
書
目
答
問
補
正
』
新
興
書
局　

中
華
民
国
六

十
八
年　

九
六
頁

 

（
６
）
陳
橋
驛　
「
水
経
注
戴
・
趙
相
襲
案
概
述
」
前
掲
書
所
収　

三
〇
一

頁
 

（
７
）
段
玉
裁　
『
経
韵
楼
集
』　

上
海
古
籍
出
版　
　

二
〇
〇
八
年　

一
七

二
頁
「
水
經
注
一
書
、
爲
言
水
道
言
地
理
者
所
必
資
、
顧
自
宋
以
來
、
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踳
駁
幾
不
可
讀
、
惟
吾
師
東
原
氏
治
之
最
勤
、
整
齊
其
訛
亂
、
鉤
棘

引
歸
、
文
從
字
順
、
上
邀
高
宗
純
皇
帝
歎
賞
、
詩
褒
悉
心
編
纂
、
可

爲
中
尉
。
素
臣
食
其
利
者
、
沾
漑
無
窮
矣
。
然
東
原
氏
之
功
細
大
宜

辨
、
據
古
本
捜
羣
籍
、
審
地
理
、
尋
文
理
、
一
字
之
奪
必
補
之
。
一

字
之
羨
必
刪
之
、
一
字
之
誤
必
更
之
、
東
原
氏
之
能
事
也
。
然
而
其

功
細
、
自
唐
・
宋
淺
學
、
迻
書
不
知
其
義
例
、
誤
認
過
某
逕
某
之
文

無
區
別
、
任
意
互
訛
、
大
氐
注
訛
經
者
十
八
、
經
訛
注
者
十
之
一
二
。

東
原
氏
得
其
例
有
三
、
一
曰
獨
擧
・
複
舉
之
不
同
、
經
文
甚
簡
、
首

舉
水
名
、
下
水
再
出
、
注
文
繁
、
一
水
内
必
詳
其
注
入
之
小
水
、
以

間
厠
其
間
、
是
以
主
水
之
名
屢
舉
不
厭
、
雖
注
入
小
水
有
所
携
帯
者
、

相
間
亦
屢
舉
小
水
之
名
、
經
文
斷
無
是
也
。
一
曰
過
・
逕
之
不
同
也
、

經
必
曰
過
某
、
注
則
必
曰
逕
某
、
所
以
別
於
經
。
一
曰
某
縣
及
某
縣

故
城
之
不
同
也
、
注
所
謂
某
縣
故
城
者
即
經
之
某
縣
也
、
經
時
之
縣
、

注
時
多
爲
故
城
、
經
無
言
故
城
者
也
。
執
此
三
例
、
沛
乎
莫
禦
、
釐

之
有
如
振
槁
、
承
學
讀
至
白
首
不
解
者
、
豁
然
開
朗
。
王
伯
厚
・
顧

景
范
・
胡
朏
明
・
閻
伯
詩
稱
引
之
誤
、
今
皆
可
正
、
此
則
東
原
氏
功

之
大
者
也
。

 

（
８
）
前
掲
書　

一
七
二
頁
～
一
七
三
頁　
「
戴
書
上
於
甲
午
、
奉
命
刊
版
、

越
十
有
三
年
丙
午
、
杭
郡
趙
誠
夫
先
生
水
經
注
釋
一
書
始
出
、
而
東

原
没
於
丁
酉
之
夏
矣
。
僕
至
今
年
始
從
友
人
借
讀
趙
書
、
其
所
據
古

本
校
本
之
多
、
所
考
諸
史
百
家
之
富
、
所
采
諸
老
宿
顧
亭
林
・
顧
景

范
・
閻
百
詩
・
胡
朏
明
・
何
屺
瞻
・
全
謝
山
諸
論
、
折
衷
羣
言
、
自

據
所
得
、
其
於
字
句
各
本
異
同
、
別
黒
白
、
定
一
是
、
與
戴
書
詳
略

可
互
證
、
精
詣
可
互
求
、
而
最
異
者
、
更
正
經
注
、
亦
大
略
與
戴
無

異
。
夫
字
句
偶
竄
一
二
、
校
古
之
常
也
、
取
經
注
互
易
之
、
校
古
之

創
、
人
所
不
能
爲
者
也
。
東
原
氏
灼
知
而
創
爲
之
、
故
條
舉
經
注
之

義
例
、
冠
於
全
書
之
首
、
大
白
於
天
下
」

 

（
９
）
前
掲
書　

一
七
三
頁　
「
趙
書
成
於
乾
隆
甲
戌
、
戴
書
成
於
乙
酉
、

相
距
十
二
年
、
趙
先
於
戴
。
戴
書
出
於
甲
午
、
趙
書
出
於
丙
午
、
相

距
十
三
年
、
戴
先
於
趙
。
其
果
閉
戸
造
車
、
出
門
合
轍
與
。
何
以
東

原
氏
條
舉
義
例
、
誠
夫
不
著
一
字
也
。
兩
先
生
之
齒
、
趙
長
於
戴
、

其
將
謂
戴
取
諸
趙
與
。
則
東
原
氏
之
德
行
非
盗
竊
人
物
、
以
欺
主
上

及
天
下
者
也
、
僕
從
游
日
久
、
未
嘗
言
有
所
聞
之
也
。
且
兩
先
生
者
、

面
未
嘗
相
識
也
、
足
未
嘗
相
過
也
、
音
問
未
嘗
相
通
也
。
誠
夫
之
書

秘
藏
高
庋
、
至
其
孫
刊
行
、
未
嘗
稍
傳
於
外
也
。
此
兩
家
子
弟
所
知
、

不
可
誣
者
也
。
將
謂
趙
取
諸
戴
與
。
則
誠
夫
之
學
亦
必
非
盗
竊
人
物
、

以
欺
天
下
者
也
。
未
詳
其
卒
於
何
年
、
即
乙
酉
以
後
獲
聞
東
原
氏
之

説
、
補
綴
己
書
、
亦
明
言
所
出
、
斷
不
深
没
其
文
黙
黙
而
巳
也
。
此

僕
所
不
能
無
疑
者
也
」

 

（
10
）
前
掲
書　

一
七
三
頁
～
一
七
四
頁
「
丙
午
丁
未
間
、
盧
召
弓
先
生
爲

予
言
、
梁
氏
耀
北
・
處
素
昆
仲
校
刊
趙
注
水
經
注
、
參
取
東
原
氏
書

爲
之
、
僕
今
追
憶
此
言
、
意
足
下
昆
仲
校
刊
時
一
切
仍
舊
、
獨
經
注

互
訛
之
處
、
不
從
戴
則
多
不
可
通
、
故
勇
於
從
戴
以
補
正
趙
書
、
以

成
酈
書
善
本
、
與
戴
並
行
。
所
以
護
酈
而
非
所
以
阿
趙
、
召
弓
所
云
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參
取
東
原
氏
爲
之
者
此
也
。
足
下
昆
仲
之
意
則
善
矣
、
但
足
下
亦
不

宜
深
没
其
文
、
黙
黙
而
巳
也
。
果
出
於
閉
戸
造
車
、
出
門
合
轍
、
當

著
其
奇
、
以
見
東
聖
西
聖
心
理
之
必
同
、
果
出
於
相
取
、
當
著
其
實
、

以
見
多
聞
從
善
之
有
益
。
果
二
公
未
嘗
相
取
。
而
出
於
校
刊
者
集
腋

成
裘
、
亦
當
爲
後
序
以
發
明
之
、
以
見
期
於
酈
書
完
善
、
而
非
借
光

鄰
壁
。
不
則
無
解
於
僕
之
疑
、
亦
無
解
於
天
下
後
世
。
或
謂
戴
取
趙
、

或
謂
趙
取
戴
之
疑
、
是
則
足
下
昆
仲
將
尊
戴
而
適
侵
戴
、
將
助
趙
而

適
誣
趙
也
。
此
僕
之
所
以
不
敢
不
言
也
。（
中
略
）足
下
及
今
爲
後
序
、

刊
於
趙
書
之
末
、
洞
陳
原
委
、
破
天
下
後
世
之
疑
、
俾
兩
先
生
皆
不

被
竊
美
之
謗
於
地
下
、
僕
實
企
望
焉
。
願
明
以
教
我
」

 

（
11
）　

陳
橋
驛　
「
水
経
注
戴
・
趙
相
襲
案
概
述
」
前
掲
書
所
収　

三
〇
二

頁

 

（
12
）　

鄭
坤
德　
「
水
経
注
趙
戴
公
案
之
判
決
」　

燕
京
学
報
十
九
期
所
収

　

一
九
三
六
年　

七
頁

 

（
13
）
段
玉
裁　
『
経
韵
楼
集
』
四
七
九
頁　
「
二
月
、
戴
東
原
之
嗣
子
中
浮
、

携
直
隷
河
渠
書
稿
一
百
單
二
巻
合
二
十
四
冊
至
蘇
州
、
屬
先
生
校
刊
。

先
生
曰
我
力
能
校
而
不
能
刊
也
。
披
讀
往
復
、
見
其
書
繁
重
、
纖
悉

畢
備
。
毎
與
李
松
雲
言
此
必
有
底
稿
、
斷
非
戴
氏
一
年
之
内
一
手
所

能
成
也
」

 

（
14
）
前
掲
書　

四
一
八
頁　

こ
こ
に
段
玉
裁
の
「
与
王
懐
祖
第
六
書
」
が

所
収
さ
れ
て
お
り
「
直
隷
河
渠
書
一
事
、
誠
如
尊
論
。
但
鳩
同
志
輯

費
刻
之
、
此
事
恐
難
、
安
得
此
等
同
志
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
王

念
孫
に
も
相
談
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

 

（
15
）
前
掲
書　

一
七
五
頁
～
一
七
六
頁
「
大
門
中
恪
敏
公
總
督
直
隷
、
乾

隆
戊
子
延
請
戴
東
原
師
於
蓮
花
書
院
、
撰
次
直
隷
河
渠
書
一
部
、
凡

百
有
二
巻
。（
中
略
）
非
恪
敏
經
畫
不
能
創
此
書
規
橅
、
非
東
原
師

熟
於
地
理
、
博
洽
精
敏
、
不
能
年
餘
遂
成
此
書
、
爲
國
家
鉅
製
。
顧

恪
敏
未
及
進
呈
、
閤
下
方
冲
年
、
書
遂
流
傳
落
呉
江
、
惟
東
原
師
藏

其
副
爲
真
本
、
乾
隆
癸
巳
、
東
原
師
奉
特
召
充
四
庫
館
纂
修
、
高
宗

純
皇
帝
深
知
戴
震
、
天
文
地
理
之
學
、
精
義
入
神
、
其
考
正
水
經
注

及
九
章
・
周
髀
算
經
等
書
、
御
製
詩
篇
嘉
美
頒
行
。
洎
丁
酉
卒
都
門
、

其
著
述
藏
曲
阜
孔
戸
部
誧
伯
繼
涵
家
、
此
書
在
焉
。
洪
舎
人
蕊
登
榜

作
戴
行
状
、
孔
檢
討
撝
約
廣
森
作
戴
氏
遺
書
總
序
、
皆
記
直
隷
河
渠

書
六
十
四
冊
。
嘉
慶
十
四
年
、
有
呉
江
捐
職
通
判
王
履
泰
者
、
攘
竊

此
書
、
易
名
幾
輔
安
瀾
、
進
呈
、
上
嘉
爲
有
用
之
書
、
賞
以
同
知
、

發
北
河
效
用
、
仍
命
武
英
殿
刊
行
。
聖
明
天
縦
、
一
見
此
書
、
即
知

非
通
儒
不
能
爲
、
故
布
其
書
於
天
下
、
與
高
宗
皇
帝
賞
識
戴
震
先
後

一
揆
、
豈
非
千
載
盛
事
哉
。
且
上
所
謂
有
用
者
、
非
獨
謂
其
考
古
精

覈
也
、
亦
謂
切
於
今
用
、
爲
三
輔
興
利
除
害
所
必
需
。（
中
略
）
東

原
師
之
子
中
浮
、
抱
曲
阜
孔
氏
所
蔵
真
本
入
都
、
與
軍
機
章
京
龔
麗

正
往
刻
板
處
略
觀
、
知
其
悉
用
原
書
妄
爲
刪
併
、
略
増
乾
隆
戊
子
以

後
事
實
、
改
百
二
巻
爲
五
十
六
巻
、
且
移
易
其
目
次
先
後
、
原
本
首

衛
河
、
以
地
勢
自
南
而
北
爲
次
也
。
今
乃
首
永
定
河
、
則
全
失
其
義

例
。
竊
謂
履
泰
何
物
、
乃
敢
刪
定
通
儒
之
書
、
恐
失
著
書
之
用
、
閤
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下
文
章
政
事
、
淵
源
世
美
、
宜
奏
明
是
書
原
委
、
取
真
本
進
呈
重
刻
、

以
章
聖
鑒
之
明
、
以
成
先
志
之
美
、
以
發
東
原
著
作
之
光
、
以
懲
履

泰
盗
名
之
罪
、
究
紹
聞
之
實
用
、
助
聖
代
之
經
倫
、
幸
甚
、
幸
甚
」

 

（
16
）
前
掲
書　

一
七
八
頁
～
一
七
九
頁　
「
是
年
冬
、
松
雲
入
都
、
杭
州

何
夢
華
元
錫
來
言
、
直
隷
河
渠
書
乃
趙
東
潜
作
、
於
戴
先
生
無
渉
、

往
者
孔

谷
丈
収
入
戴
氏
遺
書
中
、
誤
也
。
余
以
二
十
四
冊
者
示
之
、

彼
云
、
趙
氏
之
書
尚
多
一
倍
、
不
止
此
也
。
余
曰
、
吾
故
疑
吾
師
一

年
内
不
能
成
書
至
百
二
巻
之
多
、
今
足
下
云
趙
書
乃
更
倍
此
、
然
則

趙
爲
草
創
而
戴
爲
刪
定
乎
。
屬
其
將
趙
書
寄
來
一
觀
、
未
至
也
。
十

六
年
春
正
月
、
松
雲
自
都
還
、
以
武
英
殿
聚
珍
板
幾
輔
安
瀾
志
相
示
、

知
其
確
爲
竊
取
戴
書
、
而
刪
繁
就
簡
、
不
學
無
術
、
所
爲
頓
失
盧
山

真
面
。
蓋
此
書
之
美
在
繁
。
而
彼
盡
將
夾
行
細
注
刪
去
、
今
考
訂
古

今
者
、
俱
倀
倀
焉
在
幽
室
之
中
、
是
可
惜
也
。
二
月
、
松
雲
復
以
葆

巖
制
府
札
相
示
、
知
夢
華
已
將
趙
本
抄
送
葆
巖
、
而
葆
巖
問
趙
氏
作

此
書
可
有
證
據
、
松
雲
屬
余
考
之
。
余
謂
趙
氏
爲
此
書
惟
汪
韓
門
集

保
定
旅
懐
詩
道
及
之
。
而
菫
浦
・
謝
山
皆
其
老
友
、
集
内
皆
未
道
及

之
、
即
東
潜
文
稿
亦
無
道
及
之
語
、
然
其
書
稿
藏
於
家
、
固
確
然
可

信
爲
東
潜
之
作
也
。
至
於
吾
師
之
書
、
則
有
孔

谷
之
収
藏
、
有
洪

舎
人
榜
之
戴
氏
行
状
、
有
孔
檢
討
撝
約
之
戴
氏
遺
書
總
序
、
有
程
方

正
易
田
之
答
余
書
、
有
余
親
聞
吾
師
説
撰
此
書
之
語
、
有
師
親
筆
戊

子
、
余
應
方
制
府
之
請
、
寓
保
定
蓮
花
池
園
内
、
適
河
間
同
知
黄
君

尋
灤
河
源
至
之
語
、
皆
可
據
證
。
夢
華
乃
云
、
此
書
無
預
戴
氏
、
乃

非
確
語
也
。
松
雲
云
、
東
原
先
生
非
攘
竊
人
書
者
、
若
非
東
原
大
爲

刪
潤
、
斷
不
抄
其
副
本
自
稱
己
書
。
蓋
趙
草
創
而
戴
刪
改
必
矣
。
松

雲
所
見
正
與
余
合
」

 （
17
）
前
掲
書　

一
七
九
頁
「
今
者
二
公
之
書
、固
當
並
存
。
趙
雖
精
於
地
理
、

而
地
理
之
學
尚
不
及
戴
、
文
章
之
學
亦
不
及
戴
。
在
今
日
而
論
、
自

當
以
戴
爲
主
、
以
趙
書
校
勘
其
訛
字
。
戴
書
唐
河
巻
一
中
有
云
、
杭

人
趙
一
清
補
注
水
經
、
於
地
理
學
甚
核
、
嘗
游
定
州
、
爲
定
州
牧
姚

立
德
作
盧
奴
水
考
、
並
附
於
右
下
。
附
盧
奴
水
考
云
云
、
今
此
編
見

東
潜
文
稿
、
吾
師
方
採
擷
趙
文
、
此
豈
得
謂
戴
書
即
趙
書
耶
。
趙
名

直
隷
何
渠
水
利
書
、
吾
師
曰
直
隷
何
渠
書
、
則
水
利
二
字
吾
師
所
刪
、

以
何
渠
足
以
包
之
也
」

 

（
18
）
前
掲
書　

一
七
七
頁
「
乾
隆
甲
申
以
前
延
趙
東
潜
草
創
之
、
戊
子
延

東
原
師
刪
定
之
、
支
幹
經
緯
、
古
今
變
遷
、
事
実
清
析
、
如
視
諸
掌
、

令
治
水
患
興
水
利
者
、
雖
百
世
有
所
持
循
、
此
其
功
不
小
矣
。
趙
書

名
直
隷
河
渠
水
利
書
。
百
三
十
二
巻
。
戴
改
稱
直
隷
河
渠
書
。
去
水

利
二
字
、
百
二
巻
、
減
原
書
三
十
巻
、
而
灤
河
熱
河
僅
存
涯
略
一
巻
、

因
恪
敏
是
年
秋
後
薧
於
位
、
而
書
遂
未
竟
也
。
趙
書
灤
河
六
巻
、
若

依
戴
本
刊
版
、
則
灤
河
可
取
趙
書
補
綴
。
戴
本
係
影
抄
曲
阜
孔
府
原

本
、
原
本
舛
訛
特
甚
、
今
有
趙
本
互
校
、
想
訛
脱
尚
可
推
求
」

 （
19
）
戴
震
『
戴
震
全
書
』
七
巻　

黄
山
書
社 

一
九
九
七
年 

二
〇
九
頁
「
夫

經
始
著
書
甚
難
、
踵
事
俢
書
稍
易
、
古
今
通
義
。
戴
氏
乃
不
欲
自
居

於
易
、
遂
深
没
一
清
草
創
之
勞
。
雖
以
茂
堂
從
學
之
久
、
與
論
此
書
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非
一
端
、
亦
不
聞
戴
氏
更
有
藍
本
。
直
至
何
元
錫
從
小
山
堂
寫
其
副

本
、
然
後
知
戴
書
即
趙
書
也
。
戴
書
中
載
趙
盧
奴
水
考
、
云
杭
人
趙

一
清
嘗
游
定
州
、
爲
州
牧
姚
立
德
作
此
考
竝
附
於
右
云
々
、
一
似
趙

氏
絶
無
與
於
河
渠
書
者
。
茂
堂
乃
曰
趙
雖
精
於
地
理
、
而
尚
不
及
戴
、

文
章
亦
不
及
戴
。
此
語
良
然
、
然
不
得
因
其
不
及
、
遂
謂
盗
據
之
無

傷
也
。
使
戴
氏
標
明
原
本
而
刪
補
之
、
豈
不
甚
美
、
何
乃
爲
此
穿
窬

之
行
乎
」

 

（
20
）
前
掲
書　

七
巻　

二
一
七
頁　
「
修
直
隷
河
渠
書
時
、
東
原
修
此
書

實
承
東
潜
之
後
、
當
時
物
力
豐
盛
、
趙
氏
河
渠
書
百
三
十
巻
、
戴
氏

河
渠
書
百
十
巻
、
并
有
數
寫
本
。
又
趙
校
水
經
注
、
全
氏
雙
韭
山
房

錄
有
二
部
、
則
全
氏
校
本
、
趙
氏
亦
必
有
之
。
水
經
注
爲
纂
河
渠
書

時
第
一
要
書
、
故
全
・
趙
二
校
本
、
局
中
必
有
寫
本
無
疑
、
東
原
見

之
、
自
必
在
此
時
矣
」

 

（
21
）
丁
山　
「
酈
学
考
序
目
」
鄭
坤
德
・
呉
天
任
纂
輯
『
水
経
注
研
究
史

料
続
編
』
所
収　

中
華
民
国
七
十
三
年　

三
十
六
頁
「
段
玉
裁
直
隷

河
渠
書
辨
、
引
戴
書
巻
一
唐
河
中
有
云
、
杭
人
趙
一
清
補
注
水
經
、

於
地
理
之
學
甚
核
、
嘗
游
定
州
、
爲
州
牧
作
盧
奴
水
考
。
是
乾
隆
卅

三
年
（
一
七
八
六
）、
戴
俢
何
渠
書
時
、
確
見
趙
釋
」

 （
22
）
余
嘉
錫　
「
四
庫
堤
要
弁
證
水
経
注
按
語
」　

前
掲
書
所
収　

四
〇
頁

 

（
23
）
鄭
德
坤　
「
水
経
注
趙
戴
公
案
之
判
決
」
燕
京
学
報
十
九
期
所
収　

一
九
三
六
年　

三
七
頁

 

（
24
）
森　

鹿
三　
「
最
近
に
お
け
る
水
経
注
研
究
」『
東
洋
学
研
究　

歴
史

地
理
編
』
東
洋
史
研
究
会　

昭
和
四
五
年　

一
九
四
頁

 

（
25
）
胡
適　
「
平
定
張
穆
趙
戴
水
経
注
校
案
」『
胡
適
全
集
』
十
六
巻
所
収

　

安
徽
教
育
出
版
社　

二
〇
〇
三
年　

三
四
二
頁

 （
26
）
胡
適　

前
掲
書　

十
六
巻　

三
四
二
頁

 （
27
）
拙
稿　
「
段
玉
裁
と
顧
千
里
の
論
争
に
関
す
る
一
考
察
」
無
窮
会
『
東

洋
文
化
』
復
刊
百
六
号
所
収　

二
〇
一
一
年　

二
二
頁

 

（
28
）
戴
震　
『
戴
震
全
書
』
六
巻　

六
九
一
～
六
九
二
頁
「
杭
州
趙
東
潜

一
清
精
於
地
理
之
學
、
研
摩
水
經
注
者
數
十
年
、
但
其
校
本
從
未
至

京
師
。
先
生
與
趙
雖
或
相
問
、
未
嘗
相
識
、
其
所
業
未
嘗
相
觀
也
。

四
庫
館
捜
討
遺
書
、
趙
書
亦
得
著
錄
、
其
書
校
正
字
句
、
及
剖
析
地

理
最
詳
、
而
更
正
經
・
注
、
一
如
戴
本
者
、
蓋
趙
精
詣
絶
羣
。
鄞
全

謝
山
太
史
七
校
是
書
、
深
窺
秘
奥
。
兩
公
或
閉
戸
暗
合
、
或
麗
澤
相

取
、
而
其
説
往
往
與
先
生
同
、
是
可
以
知
著
書
精
美
、
不
患
千
年
後

無
校
讎
諟
正
之
人
、
而
學
問
深
醇
、
即
未
相
謀
面
、
所
言
如
一
。
且

趙
書
經
錢
塘
梁
處
素
履
縄
校
刊
、
有
不
合
者
、
攈
戴
本
以
正
之
、
故

今
二
本
大
段
不
同
者
少
也
」

 

（
29
）
河
田
悌
一
「
同
時
代
の
眼
―
章
学
誠
の
戴
震
観
」『
中
国
哲
学
史
の

展
望
と
摸
索
』
所
収　

創
文
社　

昭
和
五
十
一
年　

七
七
六
頁
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